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有
光
美
代
【
神
浦
東
（
神
浦
全
域
）】

矢
野　

泉
【
森
鹿
老
渡
（
森
全
域
）】

矢
野
睦
美�
【
平
野
塩
屋
（
平
野
後
園
、
祇
園
、

　

塩
屋
、
内
浜
、
鎌
田
）】

向
井
ひ
と
み�
【
平
野
防
河
内
（
平
野
江
口
、

　

為
栗
、
本
平
野
、
防
河
内
）】

川
﨑
壽
夫
【
小
積
（
小
積
）】

上
杉
幸
子
【
大
積
（
大
積
）】

高
木　

郁
【
長
崎
西
（
長
崎
全
域
、
西
方
）】

藤
本
珠
美�

【
下
田
西
（
下
田
全
域
（
白
寿
苑

　

含
む
））】

本
城
浩
美
【
船
越
西
（
船
越
全
域
）】

柳
原
春
美�

【
外
入
東
泊
（
外
入
下
妙
見
、
上

　

妙
見
、
宮
下
、
郷
、
西
三
下
、

　

東
三
下
）】

松
永
豊
子
【
外
入
西
泊
（
外
入
西
泊
、東
泊
）】

叶
井
真
理
【
伊
崎
（
伊
崎
）】

松
井
幸
子
【
地
家
室
郷
（
地
家
室
全
域
）】

桑
原
市
藏
【
佐
連
東
（
佐
連
全
域
）】

山
根
鉄
雄【
沖
家
室
岡（
沖
家
室
刈
山
、岡
、鼻
）】

山
田
惠
美
子【
沖
家
室
南（
沖
家
室
南
、中
、峠
）】

〈
主
任
児
童
委
員
〉

岡
本
慶
子
【
長
崎
東
（
東
和
地
区
）】

高
田
映
子
【
長
崎
西
（
東
和
地
区
）】

■
橘
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〉

東
原
正
一
【
鹿
家
（
鹿
家
）】

網
本
千
鳥
【
栄
（
栄
）】

尼
野
富
三
【
安
高
（
安
高
）】

島
原
資
郎
【
原
（
原
）】

寺
田　

縁
【
古
城
（
古
城
）】

豊
田
敬
子
【
和
戸
（
和
戸
）】

岬
崎
光
志
【
塩
宇
（
塩
宇
）】

中
岡
さ
き
江
【
塩
宇
（
塩
宇
）】

岡
本
文
子
【
西
浦
（
西
浦
）】

星
出
香
代
子
【
真
宮
（
真
宮
）】

金
刺
ミ
ツ
子�

【
正
分
（
正
分
、
お
れ
ん
じ
ヒ

　

ル
ズ
）】

山
岡
政
博
【
長
尾
天
満
（
長
尾
天
満
、安
下
）】

平
田
道
博
【
源
明
（
源
明
、
川
間
、
田
中
）】

後
日
選
任
予
定
【（
三
ツ
松
東
）】

中
本
淳
子
【
三
ツ
松
中
（
三
ツ
松
中
）】

松
岡
彩
子
【
三
ツ
松
西
（
三
ツ
松
西
）】

藤
田
君
恵
【
庄
南
（
庄
南
、
庄
北
）】

坂
本
悦
子
【
江
頭
（
吉
浦
、
江
頭
、
大
泊
）】

神
田
正
美【
神
田（
下
開
地
、西
開
地
、神
田
）】

奥
川
与
志
人
【
貞
広
（
貞
広
、
大
光
寺
）】

村
岡
佳
子
【
新
屋
上
（
新
屋
上
、
新
屋
下
）】

西
村
仁
明【
浜
西
中（
長
浜
、浜
西
、浜
西
中
）】

久
保
恭
子�

【
浜
東
（
浜
中
、
浜
東
、
日
良
居

　

団
地
）】

⻆
井
佳
枝�

【
土
居
西
中
（
土
居
西
上
、
西
下
、

　

西
中
）】

中
原
洋
子�

【
土
居
東
中
（
土
居
東
中
、
東
上
、

　

東
下
）】

松
田
洋
子
【
油
良
西
（
油
良
西
、
西
中
）】

小
川
智
恵
美【
油
良
東（
油
良
東
中
、東
、郷
）】

小
村
和
美�

【
江
ノ
浦
東
（
江
ノ
浦
西
、
江
ノ

　

浦
東
、
楽
ノ
江
）】

川
上
小
雪
【
樽
見
（
樽
見
）】

〈
主
任
児
童
委
員
〉

小
柳
さ
お
り
【
原
（
橘
地
区
）】

近
藤
雅
美
【
土
居
西
下
（
橘
地
区
）】

中
高
一
貫
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

10
月
に
連
携
中
学
校
出
身
者
を
対
象
と
し

た
中
学
校
の
教
諭
に
よ
る
、
第
２
回
目
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
高
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

高
校
に
入
学
し
て
半
年
が
経
ち
、
学
校
生

活
に
慣
れ
て
き
た
な
か
で
、
現
在
の
学
校
生

活
に
つ
い
て
の
話
や
中
学
校
の
思
い
出
話
な

ど
、
中
学
３
年
次
の
担
任
の
先
生
と
、
久
し

ぶ
り
に
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
中
学
校
か
ら
変
化

し
た
こ
と
や
進
路
の
こ
と
な
ど
話
す
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
の
高
校
生

活
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
た
」
等
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
高

校
生
活
を
通
し
て
成
長
し
、
中
学
生
時
代
と

変
わ
っ
た
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

「〝
届
け
よ
う
、
服
の
チ
カ
ラ
〟
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
活
動
報
告

　

本
校
は
平
成
26
年
９
月
か
ら
、
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動

の
一
環
と
し
て
、
世
界
の
難
民
問
題
に
対
し

て
自
分
達
が
で
き
る
国
際
貢
献
活
動
を
目
的

に
、「〝
届
け
よ
う
、服
の
チ
カ
ラ
〟
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
6
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し

て
、
幅
広
い
視
野
と
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
活
動
を

継
続
的
に
行
っ
て
、
生
徒
の
成
長
に
寄
与
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ち
ら
の
「
中
高
一
貫
だ
よ
り
」

で
も
地
域
の
皆
さ
ま
へ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
、
本
年
度
も
多
く
の
服
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
服
と
ま
ご
こ
ろ
は
、
ユ
ニ
ク
ロ
と
国

連
の
機
関
を

通
じ
て
世
界

の
難
民
の
子

ど
も
達
に
届

け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
、
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

中
高
一
貫
教
育
だ
よ
り 

④  

問
周
防
大
島
高
校　

☎
77
‐
１
０
４
８

カウンセリングの様子

活動の様子


